
古来から日本に生息する
ブタの原種

イノシシの人身被害を防ぐために

イノシシは基本的に昼間に行動する動物です。

イノシシはオオカミや人間に「狩られ
る側」の動物なので、本来はとても慎
重に行動しています。

【弱者としての知恵】

イノシシの嗅覚は、犬と同じくらい敏感です。

【鼻力（はなぢから）】

メスは1～2歳で成熟し、ほぼ毎年4～5頭の仔を産みます。

【驚異の増加力】

イノシシイノシシ

【“夜行性”はデマ？】

その増加率は高く、1年で1.6倍増えると言われており、

環境が良ければ5年で10倍以上に増える能力をもっています。

その一方で、慣れやすいのもイノシシの
特徴です。

いちど｢安全だ！｣と判断すると、物怖じせず
に行動します。

鼻先を人間の手のように使って

ちなみに、ある実験では

「70kgの障害物を、
鼻先で持ち上げた」

という記録があります。

初めて見たモノを調べたり、
重いものを持ち上げます。

時速50kmで走ることができます。

【ずんぐりとした体でも】

また、前足を使って

150cmくらいの高さの障害物を
乗り越える事もあります。

見た目に反して、
俊敏な動物です。

できるだけ人間との遭遇を避けるため、
夜を選んで人里に近づく事から

「イノシシは夜行性」という誤解が生まれました。

イノシシの人身被害を防ぐために
知るところから、はじめよう知るところから、はじめよう
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